


生態系ネットワークが目指す姿
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協議会は、流域内の多様な主体による取組を共有しながら、流域の生物多様性を保全し、
生態系ネットワークとしてつなぐことで、ネイチャーポジティブを実現することを目指す。

観光への活用 農業への経済効果 防災・減災への寄与

生物多様性の保全は地域振興にも良い効果をもたらすことが期待される。

米国テキサス州の事例
【メキシコオヒキコウモリの保全と活用】
• 米国の農業においてコウモリによる害虫採食は

年間220億ドル以上の節約をもたらすと推定さ
れている。

• コウモリのエコーロケーションは、ガの産卵行
動を抑制し、被害を軽減する効果もある。

• テキサス州だけでも、メキシコオヒキコウモリ
などのコウモリが農家や牧場主に年間14億ド
ル（約2,100億円）の節約をもたらしていると
見積もられている。

コウモリが飛び立つブラッケン洞窟
（日本生態系協会）

英国の事例
【国際バードフェア（Global Birdfair）】
• 英国はバードウォッチング発祥の地で、国民の

10人に1人は野鳥観察を趣味としていると言わ
れている。

• 1989年に第1回バードフェアが開催。2021
年、コロナ禍のため中止となるが、2022年に
国際バードフェアとして引き継がれた。

• バードウォッチングに係る各種催しに加えて、
世界中の政府観光局やツアー会社、ホテル等が
出展し、参加者は野鳥観察旅行の情報を求めて
来場する。

• 2026年は、7月10日～12日に開催予定。

米国カリフォルニア州の事例
【ヨーローバイパス（Yolo Bypass）】
• サクラメント川洪水管理プロジェクトのひとつ

として整備されたヨーローバイパス（季節的な
洪水から都市部を守るための遊水地のような場
所、全体で23,982ha）の一部を、州政府が
野生生物のハビタット保全・再生を目的とした
土地取得をしている。

• 6,776haの管理面積のうち、5割は稲作や採
草・放牧用にリース、他はハンティングエリア
もあり、リース代、入猟ライセンス代が維持管
理の財源となっている。

• 3年に1回の頻度で洪水を受け止めており、治
水と環境を両立したグリーンインフラとなって
いる。

平成30年度に実施された視察の様子
（日本生態系協会）

リースされた水田では稲収穫後湛水し
渡り鳥のハビタットとなっている

（日本生態系協会）



生態系ネットワークに係る協議会は全国の各地域で設立されており、多くの協議会が生態系ネットワーク形成の指標種
を設定している。広域のネットワーク形成を目指した指標種として、大型水鳥類を設定している例も多い。

全国の生態系ネットワークに係る協議会における指標種の設定状況
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地域 指標種 生態系ネットワークに係る協議会

東北全域 大型水鳥類等を候
補に示している

東北生態系ネットワーク推進協議会

岩木川流域生態系ネットワーク検討委員会

関東地域 コウノトリ、トキ 関東エコロジカル・ネットワーク推進協議会

コウノトリの舞う地域づくり連絡協議会

利根川下流域エコネット・地域づくり推進協議会

渡良瀬遊水地エリア
エコロジカル・ネットワーク推進協議会

荒川流域エコネット地域づくり推進協議会

越後平野 ガン類、ハクチョ
ウ類、トキ

越後平野における生態系ネットワーク推進協議会

福井県全域 コウノトリ等 福井県流域環境ネットワーク協議会

木曽川流域 イタセンパラ、ハ
リヨ等

木曽三川流域生態系ネットワーク推進協議会

桂川流域 鳴く虫 鳴く虫がつなぐ桂川流域生態系ネットワーク協議会

円山川流域 コウノトリ コウノトリ野生復帰推進連絡協議会

斐伊川流域 ハクチョウ類、ガ
ン類、ツル類、コ
ウノトリ、トキ

斐伊川水系生態系ネットワークによる
大型水鳥類と共に生きる流域づくり検討協議会

四国圏域 コウノトリ、ツル
類

四国圏域生態系ネットワーク推進協議会

徳島県流域コウノトリ・ツルの舞う
生態系ネットワーク推進協議会

四万十川流域生態系ネットワーク推進協議会

肱川流域生態系ネットワーク推進協議会

遠賀川流域 遠賀川流域生態系ネットワーク形成推進協議会

大型水鳥類等（画像出典：東北生態系ネットワーク推進基本計画）

コウノトリ、ナベヅル（画像出典：四国圏域生態系ネットワーク全体構想）

ガン類・ハクチョウ類・トキ
（画像出典：越後平野における生態系ネットワーク形成全体構想）

大型水鳥類
• 生態系ネットワークの連結性を示す。
• よく目立ち、多くの人々に対して取組の効果を実感して

もらいやすい。



指標種を活かした地域振興に向けた取組事例
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ジャパンバードフェスティバル

千葉県我孫子市手賀沼周辺にて行われる、鳥をテーマにした日本最大級の
イベント。行政・NPO・学生・市民団体などによる鳥・自然環境に関す
る研究・活動の発表、鳥の彫刻・絵画・写真展や、子供工作教室、船上
バードウォッチングやスタンプラリーなど。

「関東エコロジカル・ネットワーク推進協議会」は、生態系ネットワーク構築の意義や周知PRによる認知度の向上
を目的とした情報発信手法を検討した結果、平成28年度にジャパンバードフェスティバルにブース出展することと
なり、以降毎年このイベントに参加している。
「コウノトリ・トキの舞う関東自治体フォーラム」「野田市コウノトリと共生する地域づくり推進協議会」との3
組織合同ブースとしており、組織間の連携意識の向上や来場者の幅広く深い理解を可能としている。

◆目指す方向性が共通している3組織

関東エコロジカル・ネットワーク推進協議会
平成26年設立。広域連携モデルとしてのエコロジカ
ル・ネットワークの形成によるコウノトリ・トキの舞
う魅力的な地域づくりの実現を目的とした協議会。
事務局：国土交通省関東地方整備局河川部河川環境課
委 員：学識経験者12名、関係自治体の長6名、

民間団体代表3名、関係行政機関19名

コウノトリ・トキの舞う関東自治体フォーラム
平成22年設立。関東地方における「エコロジカル
ネットワーク形成」「魅力的な地域づくり」を目指し
て発足した自治体間ネットワーク。令和7年5月現在
28市町が参加している。

野田市コウノトリと共生する地域づくり推進協議会
千葉県野田市における地域の生物多様性の保存・再
生・創造等に資することを目的とした、協議会。

写真（公財）日本生態系協会

パネル展示、パンフレット配布など

パネル展示、グッズ（軍手）配布、物販など

パネル展示、折り紙体験、物販など

3組織合同でアンケートを実施。
来場者は一枚のアンケートで3
組織の質問に答えられる。

モニターを1台設置し、3組織の
動画を順に放映している。



石狩川流域でシンボルとなりえる大型水鳥類として、タンチョウ、ガン類・ハクチョウ類が考えられる。

石狩川流域でシンボルとなりえる大型水鳥類
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■タンチョウ

画像出典：タンチョウと共存できる流域づくり協議会

• 日本最大の鳥類であり、優美な姿で長寿
やおめでたい象徴として認知されている。

• 世界でも通年で生息するのは北海道と中
国のみ。

• 石狩川流域でも飛来や繁殖が確認。令和
2年に舞鶴遊水地で100年以上ぶりの繁
殖確認となった。

 ガン・カモ調査 

大沼：13,374 

ガン・カモ調査 

クッチャロ湖：16,831 

ガン・カモ調査 

兜沼：6,627 

ガン・カモ調査 

ペンケ沼：17,576 

ガン・カモ調査 

旧天塩川：4,215 

ガン・カモ調査 

袋地沼：6,465 

ガン・カモ調査 

茶志内沼：9,923 

ガン・カモ調査 

浦臼沼：761 

ガン・カモ調査 

浦臼新沼：3,875 

ガン・カモ調査 

三角沼：1,554 

ガン・カモ調査 

手形沼：1,688 

ガン・カモ調査 

宮島沼：91,159 

ガン・カモ調査 

長都沼：37,725 

 

ガン・カモ調査 

弁天沼：479 

ガン・カモ調査 

コムケ湖：21,383 

ガン・カモ調査 

シブノツナイ湖：3,516 

ガン・カモ調査 

濤沸湖：28,146 

ガン・カモ調査 

能取湖：3,849 

ガン・カモ調査 

野付湾：41,519 

ガン・カモ調査 

風蓮湖・温根沼：53,577 

ガン・カモ調査 

琵琶瀬湾：984 

ガン・カモ調査 

シラルトロ湖：1,956 

ガン・カモ調査 

厚岸湖：7,718 

ガン・カモ調査 

池田キモントウ：403 

ガン・カモ調査 

育素多沼：1,424 

ガン・カモ調査 

赤沼：182 

シギ・チドリ調査 

コムケ湖：4,668 

シギ・チドリ調査 

野付崎･尾岱沼：2,511 

シギ・チドリ調査 

風蓮湖北部：3,679 

シギ・チドリ調査 

風蓮湖南部：2,636 

北海道中央フライウェイ 

北海道東部フライウェイ 

ガン・カモ調査 

達古武沼：974 

ガン・カモ調査 

三日月沼：5,389 

ガン・カモ調査 

長節沼：540 

ガン・カモ調査 

ウトナイ湖：7,597 

ガン・カモ調査 

湧洞沼：7,523 

ガン・カモ調査 

生花苗沼：5,649 ガン・カモ調査 

函館周辺海域 

出来澗崎～志海苔：1,494 ガン・カモ調査 

函館周辺海域 

富川タートル～知内川：572 

ガン・カモ調査 

塘路湖：1,105 

■ガン類・ハクチョウ類

• 石狩川流域はガン類・ハクチョウ類の
「北海道中央フライウェイ」。秋と春の
飛来風景は毎年の風物詩だが、地域外か
ら見ると特別な光景。

• シジュウカラガンやハクガンは、一時期
ほぼ絶滅状態になったが、日本の市民団
体がロシアやアメリカと共同で行った保
護活動の結果、近年石狩川流域でも見ら
れるようになっている。

画像出典：IUCNレッドリストをもとに加筆

写真はマガン

※指標種・シンボル種は大型水鳥類に限らない。連結性や地域性を踏まえた多様な生きものが設定可能。



エコハーモニープログラム
（日本航空、イオン北海道）
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令和7年度の開催概要
第1回
開催日：6月29日（日）
テーマ：自然と生き物たちのつながり「生態系ネットワーク」を舞鶴遊水地で学ぼう！

第2回
開催日：9月13日（土）
テーマ：舞鶴遊水地の自然をもっと観察しよう

第3回
開催日：10月18日（土）
テーマ：みんなもできる生態系ネットワーク

第1回は、舞鶴遊水地を見学し、生態系
ネットワークについて学習した。タンチョ
ウを守るメッセージを込めたポスターを
作った。

第2回は、遊水地に流れ込む幌内川で、水
の中に暮らす生きものを観察した。タン
チョウが1日食べる量をはるかに上回る量
の生きものを捕まえた。

第3回は、自然栽培に取り組む地元農家と
一緒に農業体験をした後、生態系ネット
ワークをつくるためにできることを班ごと
に考えた。

日本航空とイオン北海道は、令和7年度より「エコハーモニープログラム」を開始した。



舞鶴遊水地を観光スポットとして活用する取組
（北海道中央バス、長沼タンチョウ・ガイドの会）
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経緯
令和3年度 北海道中央バスの協力により、ガイド養成講座とモニターツアーが開催
令和4年度 北海道中央バスと日本航空の協力により、ガイド養成講座とモニターツアーが開催
令和5年度以降は北海道中央バスの自主事業としてバスツアーが催行されている。
ツアー商品によって、日本航空の協力による新千歳空港バックヤードツアーなどとも連携している。
令和5年、ガイド養成講座受講者を中心として「長沼タンチョウ・ガイドの会」が発足。

令和7年度のバスツアーチラシ

タンチョウが繁殖する長沼町の「舞鶴遊水地」では、令和3年度より舞鶴遊水地を観光スポットのひ
とつとして活用するバスツアー（当初はモニターツアー）が開催されている。バスツアーでは、地元
住民団体「長沼タンチョウ・ガイドの会」が観光客を舞鶴遊水地を案内している。

長沼タンチョウ・ガイドの会の解説



マガンのねぐら入りを観察するバスツアー
（美唄市、宮島沼の会）

美唄市の「宮島沼」は春と秋に数万羽のマガンが飛来するラムサール条約登録湿地であるが、交通アクセスに課題があり、令
和6年度より飛来のピーク時に、JR美唄駅と宮島沼を結ぶバスの試験運行を実施したほか、車内及び宮島沼の観察時にガイド
を実施した。また、令和7年度は、市内事業者や地域おこし協力隊と連携して本市の特産品等のPRを行った。

宮島沼バスガイドツアー(R6・R7実施)

下：マガンのねぐら入り上：ガイドによる解説

美唄市特産品等PR事業(Ｒ７実施)

開催日：春：4月19日(土)、20日(日) 4:00～5:30
秋：9月27日(土)、10月4日(土) 15:00～18:00

開催内容：4月は早朝のマガンの「ねぐら立ち」に訪れる方へ、自家
焙煎コーヒーや美唄産のお菓子を販売。
9月、10月は夕方のマガンの「ねぐら入り」に合わせて、
自然戦隊マガレンジャーとのコラボお菓子や美唄産新米
おにぎり、地元野菜を使用したステーキサンド等を販売。

左：自然戦隊マガレンジャーとコラボした
美唄産ブレンド小麦を使用した焼菓子

右：マガレンジャーがイラストを考案した
コーヒーのドリップパック特産品PRの様子

開催日 R6.4.20(土) R6.10.6(日) R7.4.19(土) R7.9.27(土)

定員 20名 20名 20名 20名

参加者 23名 4名 20名 20名

料金
(ガイド料・
保険料込み)

無料 1,000円 1,000円 1,000円
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美唄市提供資料



協議会での情報共有等の今後の予定
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イトウ

日本最大の淡水魚であり、幻の魚として釣り人
気も高い。世界でも北海道、サハリン、千島列
島、ロシア沿海州にのみ生息し、IUCNレッドリ
ストではCR（深刻な危機）と評価されている。

かつての石狩川は縦横に蛇行、氾濫を繰り返し
ながら石狩原野を流れていた。石狩川下流では、
1910年に開始された拓殖計画以降、29か所の
捷水路が整備され、約60km短縮された。蛇行
河川の名残は、河跡湖（旧川）として今も見る
ことができる。

○様々なテーマで流域内の取組などを協議会の場で共有

○氾濫原湿地・湖沼の価値や賢い利活用を考える勉強会を実施

石狩川流域生態系ネットワーク推進協議会においては、多様な主体の連携と協働のもと、健全な生態系ネットワークの
形成に取り組み、生物生息環境を保全・再生するとともに、野生生物と地域生活・産業の両立を図り、豊かな自然資本
の持続的な活用による地域振興・経済活性化を実現することを目指して、今後も情報共有や取組の推進を行う。

○大型水鳥以外にも多様な生物が生息する。

○残存する氾濫原湿地・湖沼も石狩川流域を特徴づける。



参考資料１ 

石狩川流域生態系ネットワーク推進協議会 設立趣旨 

 

石狩川は、その源を大雪山系の石狩岳に発し、層雲峡、上川盆地を経て石狩平野に入

り、雨竜川、空知川、幾春別川、夕張川、千歳川、豊平川等の多くの支川を合せ、日本

海にそそぐ我が国屈指の大河であり、全国二位の面積を誇る石狩川流域には、数多くの

中小河川や後背湖沼、旧川、遊水地、ラムサール条約湿地に登録された国際的に重要な

地域等、多様な水辺環境を有しています。それらは魚類や鳥類等をはじめとした数多く

の生物の生息環境であり、石狩川流域に暮らす人々の大切な財産です。これまで石狩川

流域では、河畔林等の樹林環境の保全・再生や、「石狩川下流自然再生計画」に基づく

当別地区や幌向地区における自然再生等の取組を進めてきました。 

近年、気候変動とともに、生物多様性に関する注目が高まっており、自然環境が有す

る多様な機能を生かし強靱で持続可能な国土の形成に資するグリーンインフラの整備

や、保全すべき自然環境や優れた自然条件を有している地域を核として、これらを有機

的につなぐ生態系ネットワーク形成の取組が全国各地で進められています。これらの取

組は、生物多様性の損失を止め、反転させるネイチャーポジティブの実現に資するもの

です。森や里山、農地、都市、海などを連続する空間として繋ぎ、治水・利水・環境を

担う河川と連携した地域づくりは、行政・民間事業者・市民など多様な主体が参加し、

よりよい流域社会を創造するために統合的にアプローチする時代を迎えています。 

こうした背景を受けて、多様な主体の連携と協働のもと、健全な生態系ネットワーク

の形成に取り組み、生物生息環境を保全・再生するとともに、野生生物と地域生活・産

業の両立を図り、豊かな自然資本の持続的な活用による地域振興・経済活性化を実現す

るための方策の検討と取組の推進を目的として、「石狩川流域生態系ネットワーク推進

協議会」を設立いたします。 
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河
川
を
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軸
と
し
た
生
態
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形
成
の
取
組
が
始
ま
り
約
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。
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土
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を
は
じ
め
、
多
様
な
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の
連
携
・
協
働
に
よ

る
取
組
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
な
る
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が
各
地
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に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
良
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な
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と
な
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ウ
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ツ
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の
繁

殖
成
功
な
ど
を
契
機
に
各
地
で
農
業
や
観
光
、

教
育
な
ど
多
分
野
で
地
域
活
性
化
へ
の
動
き
が

着
実
に
進
み
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
こ
れ
ま
で
各
地

域
の
協
議
会
で
蓄
積
さ
れ
た
成
果
や
課
題
に
関

す
る
知
見
を
共
有
す
る
と
と
も
に
、
生
物
多
様

性
保
全
と
地
域
活
性
化
に
係
る
先
進
事
例
等
を

踏
ま
え
、
持
続
可
能
な
社
会
の
構
築
に
向
け
た

「
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
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ブ（
自
然
再
興
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の

実
現
に
つ
な
が
る
川
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
に

つ
い
て
、
今
後
の
10
年
を
展
望
し
ま
す
。

14:00 開場
 オンライン配信開始

14:30 開会挨拶
 国土交通省 水管理・国土保全局長　林 正道

14:35 特別講演
  「（仮）生物多様性の保全とビジネス」
 株式会社バイオーム 取締役COO　多賀 洋輝

15:05 パネルディスカッション
  「生態系ネットワーク形成 これまでの10年、今後の10年
 　―生きもののつながり、人のつながり―」

 パネリスト

 石狩川流域生態系ネットワーク推進協議会 会長
 中村 太士　北海道大学名誉教授

 越後平野における生態系ネットワーク推進協議会 会長
 関島 恒夫　新潟大学 農学部 教授

 鳴く虫がつなぐ桂川流域生態系ネットワーク協議会 会長
 鎌田 磨人　徳島大学大学院 社会産業理工学研究部 教授

 認定ＮＰＯ法人とくしまコウノトリ基金 事務局長　柴折 史昭

 国土交通省　水管理・国土保全局 河川環境課長　島本 和仁

 コーディネーター
 （公財） 日本生態系協会 専務理事　関 健志

16:30 閉会

お問い合わせ 
（公財）日本生態系協会 全国フォーラム係
電話 03-5951-0244　FAX 03-5951-2974
E-mail：enforum@ecosys.or.jp

本フォーラムは公益社団法人土木学会のCPDプログラムに認定（2.0単位）されています。受講証明書をご希望
の方は、本フォーラム終了後１週間以内に、聴講して参考になった点をご提出ください（100文字以上、書式不
問）。提出方法等は別途お申し込みの方にご案内します。

二次元コードよりお申し込みください
締切：令和8年2月23日（月） 先着順

令和8年2月25日 水   
14時30分－16時30分　開場14時
［定員］   会場：150名   オンライン：500名

一橋大学 一橋講堂 中会議場2-4
〒101-8439 東京都千代田区一ツ橋2-1-2
学術総合センター 2F
東京メトロ半蔵門線、都営三田線、都営新宿
線  神保町駅（A8・A9 出口）徒歩4分
東京メトロ東西線  竹橋駅（1b 出口）徒歩4分

学士会館共立講堂

如水会館

皇居

靖国通り

首都
高

1b出口

A8出口 A9出口

竹橋駅

九段下駅 神保町駅

学術総合センター内
一橋大学一橋講堂

お申し込み

参加費無料

開
催
概
要

プ
ロ
グ
ラ
ム

プログラムや出演者が変更となる場合があります。予めご了承ください。 *敬称略
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